
 Copyright (c) System Science Co.,Ltd  All Rights Reserved.   1 

 

物件事前調査システム基本操作手順 

A3書式 
株式会社システム科学研究所 

1.ログイン 
 

システムにログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.地点の指定 
 

調査物件の地点を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.地域 HPから必要な情報を収集 
 

（１）いろいろな地域ホームページを画面上に表示し、情報を収集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）いろいろなホームページを画面上に表示し、情報を追加していけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 所在地から物件を登録 

 ①都道府県と市区町村をメニューで指定し、所在地を入力します。 

 ②「所在地に移動」ボタンをクリックして指定します。 

 ③「新規物件」ボタンをクリックして、物件登録画面を表示 

 ④必要な項目を入力して、「登録」ボタンをクリックします。 

。 

 ①「地域 HP」タブをクリックして、情報リストを表示します。 

 ②任意のリストを選択し（青色反転色）、「画面表示」ボタンをクリックし別ウィンドウを起動 

  します。 

  ここでは「地価マップ（固定路線価）」のページを表示します。 

 ③起動した画面上で取得したい路線をマウスクリックすると、左側に路線の情報が表示されます。 

 ④この状態で「画面保存」ボタンをクリックします。 

 ⑤「保存しました」というメッセージが出れば、物件の情報として保存されました。 

 

注１）最初に表示した時に、「全国地価マップご利用にあたって」という利用許諾の画面が表示さ 

  れます。「同意する」のボタンをマウスでクリックしてください。 

 

注２）地価マップの地図を拡大縮小した時に地図に白い部分が表示される場合があります。 

  この時は「画面更新」ボタンをクリックするか、表示されているウインドウの枠にマウスを移動 

  してマウス操作でウインドウのサイズを変更すると地図が表示されなおします。 

 

注３）複数の路線の情報を保存したい時は、情報ＩＤを変更して「画面保存」ボタンをクリックしま 

   す。保存は情報ＩＤ毎に行われます。 

 

注４）保存済の情報ＩＤと一致した情報ＩＤで保存すると上書きされます。 

基本手順は 

 

 ①一覧から選択して、「画面表示」ボタンをクリックし別ウィンドウを起動 

 ②別ウインドウ上でページを操作して、必要な情報を表示 

 ③「画面保存」ボタンのクリック 

 

を繰り返して物件の情報を蓄積していきます。 

 

注１）ホームページによっては、別ウインドウにうまく表示できないページがあり 

  ます。（その場合は別ウインドウにある「CRで開く」でブラウザを直接起動して 

  ください） 

 

 ①アイコンをクリックします。 

 ②ユーザ IDとパスワードを入力し、「ログイン」ボタ

ンをクリックします。 

 ③システムが起動します。 

 ④前回終了した時の位置が表示されます。 

  保存した物件であれば、該当物件が表示されます。 

Ｃ．地点リスト CSVファイルによる方法 

 地点リストファイルを「地点読込」ボタン

にドラッグ＆ドロップ、もしくは「地点読込」

ボタンから読ませます。地点一覧が表示され

るので、そこから、地点を指定します。 

①調査する地点の行を選択 

②「選択した地点を表示」ボタンを

クリック 

（１地点づつ調査します） 

地点リストファイルの形式はマニ

ュアルを参照ください。 

 

注）「全地点を登録」ボタンをクリ

ックすると、一覧の全地点が先頭

列の値を管理番号として登録され

ます。 

 

「地域 HP」のリストは市区町村毎に表

示されます。 

○がついているページは表示している

地点の位置で表示できます。 
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4.有益 HPから必要な情報を収集 

 
（１）いろいろな有益ホームページを画面上に表示し、情報を収集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  複数の有益情報のページを参照し、保存できます。 

 

5.保存した情報を表示 
 

 「物件情報」ボタンをクリックすると現在表示中の物件の保存情報を見れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ツールタブから「文書作成」ボタンをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ①「有益 HP」タブをクリックして、情報リストを表示します。 

 ②任意のリストを選択し（青色反転色）、「画面表示」ボタンをクリックし別ウィンドウを起動 

  します。 

 ③起動した画面上でページを操作して必要な情報を表示します。 

 ④この状態で「画面保存」ボタンをクリックします。 

 ⑤「保存しました」というメッセージが出れば、物件の情報として保存されました。 

 

注１）最初に表示した時に、利用許諾の画面が表示される時は、「同意する」旨のボタンをマウスで 

  クリックしてください。 

 

注２）同じページから複数の情報を保存したい時は、情報ＩＤを変更して「画面保存」ボタンをクリ 

  ックします。保存は情報ＩＤ毎に行われます。 

 

注３）保存済の情報ＩＤと一致した情報ＩＤで保存すると上書きされます。 

 

注４）ホームページによっては、別ウインドウにうまく表示できないページがあり 

  ます。（その場合は別ウインドウにある「CRで開く」でブラウザを直接起動して 

  ください） 

左の一覧の情報をマウスで選択すると該当情報を表示します。 

 

・左の一覧の情報をマウスで選択すると該当情報を表示します。 

・「閉じる」ボタンで終了します。 

・他のブラウザや画像などをクリップボードから取り込めます。 

 「貼付け」は画像、「選択取得」は属性の文字列です。 

 

 

該当物件の保存情報の一覧 

 

文書作成ボタンで該当物件で調査した情報を一つの文書(Word)にします。 
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6.調査した情報の確認や再活用 

 

既に物件情報が登録されていることを前提とします。 

 

（１）保存されている物件情報を検索します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）表示された物件への情報の追加や情報の表示、文書の作成ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ①メイン画面の「物件一覧」ボタンをクリックします。 

 ②調査物件リスト画面で物件格納フォルダの選択で「標準フォルダ」を 

  選択します。（フォルダを作成した場合は、保存先となるフォルダを 

  選択します。） 

 ③地域等の検索条件を指定し、「物件検索」ボタンをクリックします。 

 ④検索結果のリストから該当する結果を選択します。選択すると表示色 

  が青色反転します。 

 ⑤「選択した物件の表示」ボタンをクリックします。 

  物件一覧画面の右上の「地図表示」をクリックすると保存している 

  物件を地図上に一覧表示します。 

 ⑥メイン画面に選択した情報を表示します。 

 

  


